
古紙配合率80%再生紙を使用しています

か ま く ら 議 会 だ よ り 第 2 2 6号　　（4）平成26年8月1日

議 決 さ れ た 主 な 議 案 等 ※下記以外の議案等への賛否については、議会事務局へお問い合わせください。

会　派　名

鎌
　
　
倉
　
　
夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会

み
ん
な
の
鎌
倉

公
　

明
　

党

鎌
倉
市
議
会

議
　

員
　

団

鎌
倉
み
ら
い

草

莽

の

会

日
本
共
産
党

鎌
倉
市
議
会

議
　

員
　

団

神
　

奈
　

川

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運
動
・
鎌
倉

自
由
民
主
党

鎌

　

倉

無

所

属

議　員　名
◎
髙
橋
　
浩
司

　
日
向
　
慎
吾

　
永
田
　
磨
梨
奈

　
小
野
田
　
康
成

◎
久
坂
　
く
に
え

　
河
村
　
琢
磨

　
中
村
　
聡
一
郎

　
渡
辺
　
隆

◎
大
石
　
和
久

　
西
岡
　
幸
子

　
納
所
　
輝
次

◎
山
田
　
直
人

　
池
田
　
実

　
前
川
　
綾
子

◎
岡
田
　
和
則

　
長
嶋
　
竜
弘

　
渡
邊
　
昌
一
郎

◎
吉
岡
　
和
江

　
赤
松
　
正
博

◎
三
宅
　
真
里

　
保
坂
　
令
子

◎
中
澤
　
克
之

　
上
畠
　
寛
弘

　
千
　
　一

　
竹
田
　
ゆ
か
り

　
松
中
　
健
治主 な 議 案 等 議決

結果

条
例

第8号 鎌倉市海水浴場のマナーの向上に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第9号 鎌倉市いじめ問題対策連絡協議会及び鎌倉市いじめに関する調査
委員会条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第10号 鎌倉市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第13号 鎌倉市廃棄物の減量化、資源化及び処理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ 退 － － － － － － ○ － －

第14号 鎌倉市まちづくり条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
その他 第4号 ３市１組合共催川崎競輪事業からの撤退に関する和解について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
会
議
案

第2号 集団的自衛権行使を容認する憲法解釈についての意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ － － － 退 退 退 ○ ○ ○ 退 － － ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○

第3号 特定秘密保護法を一旦廃止し、国民的議論を尽くすことを求める
意見書の提出について 否決 － － － － － － － － － － － － － ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ －

第4号 北朝鮮による日本人拉致問題の真相究明と早期の全面解決を求め
る決議について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情 第3号 鎌倉市を訪問する学童・生徒のための昼食等の施設確保についての陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※平成26年5月30日付で「公正、公平、透明な政治を実現する会鎌倉」から「草莽の会」に名称変更、無所属の渡邊昌一郎議員が同会に入会。
※平成26年6月11日付で「公明党鎌倉市議会議員団」の代表者は大石和久議員に、「鎌倉みらい」の代表者は山田直人議員に変更。

○：賛成　－：反対　退：退席

※�会派は、政策を中心とした同一の理念を共有
する２人以上の議員で構成されます。本市議
会では、会派に属する議員は代表質問を行っ
たり、議会運営委員会の委員となり、議会運
営に関する協議を行うことができます。

※◎は会派の代表者
※�中村聡一郎議員は議長のため、採決には参加
していません。

　
今
定
例
会
で
は
、
議
員
か
ら
議

案
４
件
が
、
市
長
か
ら
議
案
27
件

及
び
諮
問
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
議
案
等
の
内
容
及
び
議

会
に
お
け
る
議
決
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
《
議
員
提
出
議
案
》

集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
す
る

憲
法
解
釈
に
つ
い
て
の
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

　

今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
「
集

団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
す
る
解

釈
改
憲
に
反
対
す
る
意
見
書
」
を

求
め
る
陳
情
ほ
か
２
件
が
、
付
託

先
の
総
務
常
任
委
員
会
で
総
員
の

賛
成
に
よ
り
採
択
さ
れ
た
た
め
、

委
員
会
提
出
議
案
と
し
て
提
出
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

特
定
秘
密
保
護
法
を
一
旦
廃
止
し
、

国
民
的
議
論
を
尽
く
す
こ
と
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

昨
年
12
月
の
臨
時
国
会
で
成
立

し
た
特
定
秘
密
保
護
法
に
関
し
、

市
民
の
知
る
権
利
が
侵
害
さ
れ
な

い
よ
う
、
い
っ
た
ん
法
律
を
廃
止

し
、
国
民
的
議
論
を
尽
く
す
こ
と

に
つ
い
て
国
に
意
見
書
を
提
出
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
少
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
否
決
し
ま
し
た
。

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題

の
真
相
究
明
と
早
期
の
全
面
解
決

を
求
め
る
決
議
に
つ
い
て

　

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問

題
に
関
し
、
北
朝
鮮
と
の
間
で
合

意
し
た
調
査
対
象
者
に
、
本
市
在

住
・
在
勤
者
２
名
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
際
社
会
と
の
連

携
を
図
り
つ
つ
、
再
発
防
止
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も

に
、
拉
致
被
害
等
の
真
相
究
明
と

早
期
の
全
面
解
決
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
と
し
て
決
議
す

る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
可
決
し
た
決
議
及
び
意
見
書
の

全
文
は
３
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　
《
市
長
提
出
議
案
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

条
例
関
係
議
案
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
水
浴
場
の
マ
ナ
ー
の
向
上
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

安
心
で
快
適
な
海
水
浴
場
と
す

る
た
め
、
海
水
浴
場
の
利
用
者
に

よ
る
マ
ナ
ー
に
反
す
る
迷
惑
行
為

を
防
止
し
、
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図

る
た
め
必
要
な
事
項
を
定
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
公
布
の
日
か
ら

施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協

議
会
及
び
鎌
倉
市
い
じ
め
に
関
す

る
調
査
委
員
会
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

い
じ
め
問
題
対
策
推
進
法
の
施

行
を
受
け
て
策
定
さ
れ
た
、「
鎌

倉
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に

基
づ
き
、
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡

協
議
会
及
び
い
じ
め
に
関
す
る
調

査
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
組
織

及
び
運
営
に
関
し
て
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の
で
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

平
成
24
年
か
ら
実
施
し
て
い
る

職
員
給
与
の
暫
定
削
減
に
つ
い
て
、

本
年
８
月
か
ら
２
カ
月
間
延
長
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
お
う

と
す
る
も
の
で
、
公
布
の
日
か
ら

施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

廃
棄
物
の
減
量
化
、
資
源
化
及
び

処
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

ご
み
の
減
量
及
び
資
源
化
を
図

る
施
策
と
し
て
、
家
庭
系
一
般
廃

棄
物
を
有
料
化
す
る
と
と
も
に
、

事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
処
理
手
数

料
を
改
め
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

自
己
の
居
住
の
用
に
供
す
る
建

築
物
の
建
築
を
目
的
と
し
た
開
発

事
業
の
適
用
範
囲
等
を
改
め
る
も

の
で
、
適
用
除
外
の
改
正
規
定
は

10
月
１
日
か
ら
、
そ
の
他
の
規
定

は
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ

の

他

　
　
　
　
　
　

３
市
１
組
合
共
催
川
崎
競
輪
事
業

か
ら
の
撤
退
に
関
す
る
和
解
に
つ

い
て

　

川
崎
市
と
の
間
で
協
議
中
の
３

市
１
組
合
共
催
川
崎
競
輪
事
業
か

ら
の
撤
退
に
関
す
る
和
解
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

で
、
こ
の
た
び
川
崎
市
と
合
意
に

至
っ
た
こ
と
か
ら
、
和
解
を
し
、

解
決
一
時
金
を
支
払
お
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諮

問
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
の
施
設
を
利
用
す
る
権
利
に
関

す
る
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立

て
に
つ
い
て

　

お
な
り
子
ど
も
の
家
へ
の
入
所

申
請
に
関
し
、
入
所
保
留
処
分
が

な
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
異
議
申

し
立
て
が
行
わ
れ
た
た
め
、
地
方

自
治
法
第
２
４
４
条
の
４
第
４
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
に
諮
問

す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
却
下
が
妥
当
で
あ
る
旨
、
答

申
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

（
答
申
文
は
、
本
会
議
録
及
び
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）教

育
委
員
会
委
員

　

次
の
方
の
選
任
に
つ
い
て
の
議

案
に
同
意
し
ま
し
た
。

朝
比
奈　

惠
温
氏（
山
ノ
内
在
住
）

公
平
委
員
会
委
員

　

次
の
方
の
選
任
に
つ
い
て
の
議

案
に
同
意
し
ま
し
た
。

沼
野　
　

輝
彦
氏（
常
盤
在
住
）

農
業
委
員
会
委
員

　

次
の
議
員
を
推
薦
す
る
こ
と
に

つ
い
て
の
議
案
に
同
意
し
ま
し
た
。

西
岡　

幸
子
議
員（
笛
田
在
住
）

永
田
磨
梨
奈
議
員（
七
里
ガ
浜
東
在
住
）

渡
辺　
　

隆
議
員（
材
木
座
在
住
）

編
集
後
記

編
集
後
記

　

鎌
倉
市
議
会
で
は
こ
と
し
12
月

の
上
程
を
目
指
し
、
議
会
基
本
条

例
の
制
定
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。　

　

そ
の
条
例
の
中
で
は
「
情
報
の

積
極
的
な
発
信
」
が
う
た
わ
れ
て

お
り
、
上
程
に
先
駆
け
て
「
オ
ー

プ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」「
議
会
報

告
会
＆
意
見
聴
取
会
」を
開
催
し
、

さ
ら
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

を
開
設
す
る
な
ど
、
情
報
の
積
極

的
な
発
信
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」

が
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

も
っ
と
も
身
近
な
情
報
受
信
ツ
ー

ル
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
充
実
し
た

「
議
会
だ
よ
り
」
の
あ
り
方
を
模

索
し
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
い
紙

面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
小
野
田
康
成
）

議
会
広
報
委
員
会

　
委
員
長
　
上
畠
　
寛
弘

　
副
委
員
長
　
河
村
　
琢
磨

　
委
　
　
員
　
保
坂
　
令
子

　
委
　
　
員
　
西
岡
　
幸
子

　
委
　
　
員
　
池
田
　
　
実

　
委
　
　
員
　
渡
邊
昌
一
郎

　
委
　
　
員
　
小
野
田
康
成

　
委
　
　
員
　
吉
岡
　
和
江

由比ガ浜海水浴場の様子（平成25年７月撮影）

　

５
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
、
全

国
市
議
会
議
長
会
第
90
回
定
期
総

会
に
お
い
て
、赤
松
正
博
議
員
が
、

議
員
在
職
40
年
以
上
特
別
表
彰
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
村
聡
一
郎
議
長
に
、

社
会
文
教
委
員
会
委
員
の
功
績
を

た
た
え
、感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

赤松議員の表彰伝達式

全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら

議
員
在
職
40
年
表
彰
を
受
章


